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　家族と共にアメリカでの留学生活を始めて 1年半が
経ちました。留学当初は生活の方法がよく理解できず，
また英語もよく聞き取れず，苦労することが多々あり
ました。妻と 1歳の娘をつれての留学ということもあ
り，新しい環境の変化に順応できるかどうか心配して
おりましたが，半年後には妻のネットワークも広がり，
アメリカ人の家庭のホームパーティーにも呼ばれるよ
うになりました。この頃から勝手が少しずつ分かり，
充実した生活が送れるようになったように思います。
このように多くの人々に支えられ私たちの留学生活が
始まりました。
　現在，私はMaryland州にあるNational Institutes of 
Healthにて研究を行っております。私はNational Heart, 
Lung, and Blood Institute （NHLBI）内のPulmonary 
Critical Care Medicine Branchという呼吸器疾患を扱
う部門に配属されております。このBranchのBasic 
scienceのグループにてタンパク質の翻訳後修飾につい
ての研究をしております。私たちのグループはBranch 
Chiefを兼任しているDr. Joel Mossの御指導のもと，
ADP－リボシル化についての究明に励んでおります。 
私はGene targetingを行っているため，大学院時代に発
現解析を中心にやっていた研究が現在では多方面に広
がっております。NHLBIに 8つあるCore facillityが研
究をサポートしくれます。FACS，Microarray，2-DE
からConfocalなどまで，専門家が集まりそれらを運営
しておりますので，比較的簡単にこれらの実験を行う
ことができます。その反面，Core facilityとのコラボレー
ションのときはプレゼンが必要となり，特に語学力の
差を痛感させられます。また，週 1度あるmeeting，
journal clubでは実験以外に英語力が必要とされている
ので，実験以外にも時間を費やさなくてはならないと
いうのが現状です。
　私たちのBranchはいくつものLaboratoryの集合体
ということもあり，世界各国からの多くのFellowが所
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属しております。その為，色々な言語が飛び交ってお
ります。他の国のFellowと会話をしていると，生活の
背景，実験のレベルなど，国それぞれで違うという印
象を持ちました。留学を通して日本のサイエンスのレ
ベルを客観的に再確認できたということも，私の中で
は貴重な体験となっています。
　日常生活においても，日本との大きな差を感じるこ
とが多々ありました。留学当初はアメリカのサービス
の対応の悪さや行動の遅さに順応できず，ストレスを
抱えることもありましたが，生活が落ち着くにつれ，
そのペースにも慣れるようになりました。アメリカに
自分たちが順応してきたと感じ始めると，悪いところ
だけでなく，この国の良い点も多く見え始めてきまし
た。重たい荷物を運ぶ際には，多くの人が快く手を貸
してくれたり，ドアを長い間押さえていてくれたりし
てくれます。心から「Thank you.」と言うことができ
ます。皆「Sure !」とだけ言い残し，当たり前のように
去っていきます。また，自然が豊かで，リスや鹿など
の動物を見ることができたり，休日には公園でバーベ
キューを楽しんだりして心を和ませることもできます。
数年後帰国する際には，このような社会で生活できた
ことが研究面，生活面において私たちにどのように反
映されていくのだろうかと考え，日々を送っておりま
す。
　最後に，この紙面をお借りし，NIHでの留学生活を
全面的に協力していただいた臨床分子生物学，丹沢秀
樹教授に深く感謝申し上げます。また，私をADP－リ
ボシレーションの分野に導いていただいた病原分子制
御学，野田公俊教授に感謝いたします。帰国後，この
留学を通して経験できたことが何かのお役にたてれば
幸いと思っております。
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